
                  
 
 
 
 

 

JA 東びわこイチゴ部会が栽培研修会を開催  

 

6 月 12 日、JA 東びわこイチゴ部会員を対象に、「みおしずく」をはじめとするイチゴ栽培

の育苗管理などに関する栽培研修会を開催し、部会員 12 名の参加がありました。 

 

イチゴ栽培では、6 月から 9 月にかけて、本ぽ定植に向け定植予定苗数の確保が重要と

なります。管内でも「みおしずく」の栽培が増えたため、「章姫」等の一般品種と、「みおしず

く」とを分けて 2 部制としました。第一部では、「章姫」「紅ほっぺ」について、栽培終了後の

本ぽハウスの株の除去、栽培ベッドの消毒、炭疽病発生時の対応、親株定植から本ぽ定植

までの栽培管理のポイントを説明しました。第二部では、管内における「みおしずく」の課題

と対策や 12 月初旬から市場出荷するための育苗と定植方法について重点的に説明しまし

た。参加者からは栽培や農薬に関する質問が多く出され、関心の高さが伺えました。 

また、7 月から 8 月にかけては農作業中の熱中症の発生が心配されることから、熱中症

対策についても啓発しました。 

今後も、「みおしずく」をはじめとするイチゴの安定生産と生産拡大に向け、支援していき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

第一部：「章姫」等の栽培管理に関する研修   第二部：「みおしずく」に重点を置いた研修 
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